
＜当院で進行中の臨床研究＞ 

 

●全新生児を対象とした先天性サイトメガロウィルス(CMV)感染スクリーニング体制の構

築に向けたパイロット調査と感染児臨床像の解析エビデンスに基づく治療指針の基盤策定

（当院整理番号 923） 

研究期間：2009 年 9 月～2022 年 3 月 

 

●TORCH 母子感染予防啓発のための妊婦知識調査（当院整理番号 1264） 

研究期間：2012 年 2 月～2021 年 3 月 

 

●β2 グリコプロテイン I-主要組織適合遺伝子複合体クラス II 複合体に対する自己抗体を

用いた抗リン脂質抗体症候群等の新規診断法の臨床的意義に関する研究（当院整理番号

1566） 

研究期間：2014 年 5 月～2022 年 3 月 

 

●母子感染の実態把握及び検査・治療に関する研究（当院整理番号 1504） 

研究期間：2014 年 5 月～2023 年 7 月 

 

●妊娠初期のプロテイン S 活性、プロテイン C anticoagulant system 活性と妊娠中の血栓

症・産科的合併症発症に関する研究（当院整理番号 1564） 

研究期間：2014 年 6 月～2023 年 3 月 

 

●正常妊娠初期および自然流産の免疫制御に関する研究（当院整理番号 160048） 

研究期間：2016 年 7 月～2021 年 3 月 

 

●不育症患者末梢血中免疫細胞表面抗原に関する研究（当院整理番号 160143） 

研究期間：2017 年 3 月～2023 年 3 月 

 

●AMED 成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業「不育症の原因解明、予防治療に関する

研究」（当院整理番号 160169） 

研究期間：2017 年 1 月～2022 年 3 月 

 

●妊娠女性におけるジカウイルス感染症の診断体制構築に関する研究（審査番号審査番号：

11559、当院整理番号 180033） 



研究期間：2018 年 4 月～2022 年 3 月 

 

●周産期合併症における遺伝・環境交互作用の解明のための前方視的研究（当院整理番号

180338） 

研究期間：2019 年 2 月～2021 年 3 月 

 

●抗β2 グリコプロテインⅠ/HLA-DR7 抗体と不育症ならびに産科異常の関連を明らかに

するための新規対象リクルートによる症例対照研究（当院整理番号 B190102） 

研究期間：2019 年 7 月～2022 年 3 月 

 

●全妊婦を対象とした抗β2 グリコプロテインⅠ/HLA-DR7 抗体測定の前向きコホート研

究（当院整理番号 B190103） 

研究期間：2019 年 7 月～2022 年 3 月 

 

●日本における新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）感染妊婦の実態把握のための多施設共

同レジストリ研究（当院整理番号 B200300） 

研究期間：2020 年 9 月～2024 年 4 月 

 

●ステージング手術が行われた上皮性卵巣癌 I 期における補助化学療法の必要性に関する

ランダム化第 III 相比較試験（多施設共同臨床試験 JGOG3020, 当院整理番号 C190026） 

概要：卵巣がんⅠ期の術後補助化学療法につきまして、化学療法施行群（標準治療）と経過

観察群（試験治療）にランダム化し、比較検討を行います。 

登録期間：2012 年 7 月～2024 年 6 月 

追跡期間：2012 年 7 月～2029 年 6 月 

 

●子宮頸癌ⅠＢ期-ⅡＢ期根治手術例における術後放射線治療と術後化学療法の第Ⅲ相ラン

ダム比較試験（多施設共同臨床試験 JGOG1082, 当院整理番号 C190009） 

概要：術後再発高リスク因子を有する子宮頸癌 IB 期-II 期を対象とし、術後補助療法とし

て同時化学放射線療法（標準治療）と化学療法（試験治療）にランダム化し、各治療の有用

性について比較検討を行います。 

登録期間：2019 年 5 月～2024 年 5 月 

追跡期間：2019 年 5 月～2029 年 5 月 

 

●初発子宮頸がん患者を対象とした治療後のセクシュアリティの変化に関する前向きコホ



ート研究（多施設共同臨床試験 JGOG9004, 当院整理番号 B190094） 

概要：日本人の初発子宮頸がん患者を対象として、がん治療後のセクシュアリティの変化の

実態を、Female Sexual Function Index（FSFI）等による性機能障害、Hospital Anxiety and 

Depression Scale（HADS）による不安と抑うつの評価等を指標として明らかにすることを

目的とします。また、日本人の初発子宮頸がん患者における、がん治療後の性機能障害の関

連要因を明らかにします。 

登録期間：2 年 

追跡期間：1 年 

 


